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SUⅣINIARY:Ⅳ Iinilnum growth inhibitory concentrations of antibactcrial agcnts werc dctennined using a broth¨ Inicrodilution

method,and antibactcrial activity of cach drug was assessed in clinical isolatcs irom dogs and cats which had been brought to our

animal hospital in Yamaguchi City in 2011.Twenty pcrccnt of strains ofthe St叩 り′わεοεενs J′たr“θ冴笏s group(SIG),10 pCrcent

of strains of coagulasc ncgativc Staphylococci,and 33 percent of strains ofS.α ν″νs WCre lnethicillin―resistant(NIIR).

Although MR Staphylococci、 vere rcsistant to many antirnicrobial drugs,NIIRSIG wcrc sensitive to rninocycline,arbekacin,

linczolid,vancomysin,and teicoplanim.Eη たκ)εοεε夕S Spp.,espccially E.力 θεJ窃

“
,werc rcsistant to many drugs.Twenty―four

perccnt of strains of Esc力θrJε ttJα εο′J and 17 percent of strains ofJ(′ θbsJθ′′α′ηθνη70η Jαθ werc productive of extcnded¨ spectrum

β―lactamase.Twenty― four perccnt of strains of E.ε ο′j and 6 pcrcent of strains of Psθ νグθ〃ο″αs αθrνgj′οsα wCre rCsistant to

■uoroquinolonc. Sincc various kinds of resistant bacteria wcre isolated from dogs and cats in this survey,attention needs to be

paid to thc trend toward resistancc to antibacterial agcnts.

KEY WORDS:antimicrobial sensitivitb cxtended― spcctrum β…lactamase,■ uoroquinolone¨ rcsistance,mcthicillin… rcsistance,

rninirnum inhibitory concentration
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要約 :2011年 に山口市の動物病院に来院 した大猫か らの臨床分離菌 に対す る各種抗菌薬の最小発育阻止濃度 を微量液

体希釈法で測定 し,抗菌力の比較検討 を行 った。シノグοεοCCttS J′ たr″θ冴雰 group(SIG)株の 20%,コ アグラーゼ陰

性ブ ドウ球菌株の 10%お よび∫αα″νs株の 33%が メチシリン耐性 (MR)であつた。MRブ ドウ球菌は多 くの抗菌薬

に耐性であったが,MRSIGは ミノサイクリン, アルベカシン, リネゾリド,バ ンコマイシンおよびテイコプラニン

に感受性であった。腸球菌,特に動′θЮcοεενs力θCJν″は多 くの抗菌薬に耐性であった。おε力θrた力Jα εθ′J株の 24%と

〃あsJθ′ル′′θν
“
οκJαθ株の 17%が基質特異性拡張型β―ラクタマーゼ産生株であった。E.εο′J株の 24%と Ps・θνあ″οη″

αθrttJ4ο Sα 株の 6%が レボフロキサシンに耐性 を示 した。大猫から種々の耐性菌が分離され,抗菌薬への耐性化の動

向に注意が必要であると考えられた。

キーワー ド :薬剤感受性,基質特異性拡張型β―ラクタマーゼ,フ ルオロキノロン耐性,メ チシリン耐性,最少発育

阻止濃度
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山口市における大猫からの 2011年臨床分離菌の薬剤感受性

は  じ め  に

抗菌薬は感染症に対する最も有効な手段である。し

かしながら,近年,大猫においてグラム陽性菌である

メ チ シ リ ン 耐 性 (MR)勒 ″ わ σοεε郷 脚 θν″ ′勧 物 効 鯛

が世界的に急増 し [1-5], また,グ ラム陰性菌におい

ても基質特異性拡張型β―ラクタマーゼ (ESBL)産 生

Esc力θrJε ttJα cο′′[6,7]や κ′θbsJθ′ルρ′θγ″οη″θ[8],フ ル

オロキノロン耐 `性 Psθνあ″ο′
“

αθr″gJηοsα [9,10]お よ

びメタローβ―ラクタマーゼ産生ИθJ“θゎらαθた′肋げ J[11]

が報告 されようになってきてお り,抗菌薬治療への影

響が懸念 される。

病原細菌の薬剤感受性 を把握 し,適切な抗菌薬を選

択することは細菌感染症治療の奏功には不可欠である

[1]。 また,耐性菌の発生 。蔓延を防ぐために,最新の

薬剤感受性動向と各種耐性菌の出現状況を把握 してお

くことが重要である。人では多 くの臨床分離株 を用い

たサーベイランスが定期的に報告 されている[12,13]

が,大猫ではそのような報告はほとんどない [14]。 し

かも,大猫における薬剤感受性検査の多 くはディスク

拡散法によるもので,最小発育阻止濃度 (MIC)は 調
べ られておらず [15,16],人 の医療 と比較すると耐性菌

対策は圧倒的に遅れている。このような状況下では小

動物臨床における耐性菌の発生 。蔓延を助長するとと

もに,人 一動物間で伝播 し得る細菌に関 しては公衆衛

生上の重要な問題となり得る[11,15-17]。

そこで,今回,2011年 に当院に来院 した種々の大猫

の臨床材料から分離 されたブ ドウ球菌,腸球菌,腸内

細菌科,緑膿菌に対する各種抗菌薬の MICを 微量液体

希釈法で測定 し,抗菌力の比較検討を行ったのでこれ

を報告する。

材料および方法

2011年 に細菌感染症で当院に来院 した犬 196頭 と猫

36頭 からスワブにて材料を採取 した。採取 した材料か

ら細菌を分離 。同定 し,日 本医学臨床検査研究所にて

薬剤感受性試験 を実施 した。細菌は,羊血液寒天培地

(婉 日研生物医学研究所,京都)と BTB寒天培地 (欄

日研生物医学研究所,京都)を用いて好気培養により

分離された。また, グラム染色 とvITEK2 GP同 定カー

ド (bio Mё rieux S.A.,Francc)ま たは vITEK2 GN同 定

カー ド(bio Mёrieux S.A.,France)に より菌同定を行った。
コアグラーゼ陽性ブ ドウ球菌は,さ らに Sα″ 堺 ID寒
天培地 (biO Mёrieux S.A.,France)と MRSA ID寒 天培

地 (bio Mё rieux S.A.,France)を 用い検査 した。カタラー

ゼテス ト陰性の集落には,SF培地 (い 日研生物医学研

究所,京都),ア ルギニン培地 (脚 日研生物医学研究所 ,

京都)お よびエスクリン培地 (卸 日研生物医学研究所 ,

京都)の確認培地を使用 した。また,グ ラム陰性菌は
,

オキシダーゼテス トとTSI確認培地 (綴 日研生物医学

研究所,京都)を用いてブ ドウ糖発酵菌か非発酵菌で

あるかを確認 した。MRブ ドウ球菌の判定は Clinical

and Laboratory Standards lnstitutc(CLSI)ド キュメン ト

の基準 (M100-S18)に 従い,セ フォキシチンディスク

法を用いて行った [16]。 ESBLの 判定は CLSIド キユメ

ントの基準 (M100-S19)に 従い,ス クリーニング試験

と確認試験を用いて行った [17]。

薬剤感受性試験は,CLSIド キュメントの基準 (M100-

S19)に準拠 した微量液体希釈法によりMICを vITEK2
オリジナル感受性カー ド (bio Mё rieux S.A.,Francc)で

測定 した。供試薬剤 としてペニシリン系 :ベ ンジルペ

ニシリン (PcG),ア ンピシリン (ABPC), ピペラシリ

ン (PIPc), クラブラン酸 。アモキシシリン (c/AMP),

タゾバクタム・ピペラシリン (T/PIPC),第 1世代セファ

ロスポリン系 :セ ファゾリン (cEZ),第 2世代セファ

ロスポリン系 :セ フォチアム (cTM),セ フロキシム

(CXM),第 3世代セファロスポリン系 :セ フタジジム

(CAZ),セ フ トリアキソン (cTRX),セ フォペラゾン

(CPZ),セ フタジジム (cAZ),第 4世代セファロスポ

リン系 :セ フェピム (cFPM),β ―ラクタマーゼ阻害

剤配合セフェム系 :セ フォペラゾン・スルバクタム (s/

CPZ),モ ノバクタム系 :ア ズ トレオナム(AZT),セ ファ

マイシン系 :セ フメタゾール(cMz),オ キサセフェム

系 :ラ タモキセフ (LMOX),カ ルバペネム系 :イ ミペ

ネム (IPM),メ ロペネム (MEPM),マ クロライ ド系 :

エ リスロマイシン (EM), テ トラサイクリン系 :ミ ノ

サイクリン (MINO),ア ミノグリコシ ド系 :ゲ ンタマ

イシン(GM),ア ミカシン(AMK),ア ルベカシン(ABK),

クロラムフェニコール系 :ク ロラムフェニコール (cP),

リンコマイシン系 :ク リンダマイシン (cLDM), オキ

サゾリジノン系 :リ ネゾリド (LZD),フ ルオロキノロ

ン系 :レ ボフロキサシン (ⅣFX),シ プロフロキサシ

ン (cPFX),ホ スホマイシン系 :ホ スホマイシン (FOM),
グリコペプチ ド系 :バ ンコマイシン (vcM),テ イコ

プラニン (TEIC)お よび sT合剤 :ス ルファメ トキサゾー

ル・ トリメ トプリム(sT)を 使用 した。

なお,CLSIで は,メ チシリン耐性菌と判定された場

合,β ―ラクタム系の臨床効果は低いので,MIc値の実

測値如何にかかわらず,「耐性」と報告するとされてお

り,ま た,ESBL産 生菌と判定された場合 ,ペニシリン系 ,

第 1～第 4世代セファロスポリン系およびモノバクタ

ム系の臨床効果は低いので,MIC値の実測値如何にか

かわらず,「耐性」と報告するとされているため,今回

の研究でもこれに従った。

動 物 臨 床 医 学 Ⅲ rlla10fAnllnalClllllCJndlcllle 0



メチ シ リ ン感 受 性 (MS)SJ′勧物励 郷 group(SIG)

が 68株,MRSIGが 17株 ,MSコ ア グ ラーゼ 陰性 ブ ド

ウ球菌 (CNS)が 26株,MRCNSが 3株 ,MS∫ α雄 郷 (SA)

が 8株, MRSAが 4株 , 動 物 εοεε雰ヵθεα妹 が 18株 ,

E力θεJν″が 3オ朱, ESBLリト産生 E.cο′Jが 32株, ESBL

産 生 二 εο″が 10株,Pr酔郷 〃″ bJ′おが 20株 ,ESBL
非産生 K′刀θν

“
ο″jαθが 5株,ESBL産 生 κ ′″θν

“
ο′Jαθ

が 1株お よび P αθragJ″οsα が 17株分離 された (Tablc l)。

MSSIGにお い て, CEZ,CXM, IPM, MINO, ABK,
VCMお よび TEICは 良好 な抗 菌力 を示 した (Table 2)。

MSSIGに お け る 耐 性 菌 は PCGが 48株 (71%),EM
が 22株 (32%), GM, LVFX, STが 20株 (30%),
CLDMが 16株 (24%), CPが 10株 (15%)お よ

び FOMが 7株 (10%)で あ っ た。MRSIGに お い て ,

MINO,ABK,LZD,VCM,TEICは 良 好 な 抗 菌 力 を

示 し,と くに ABK,LZD,VCMお よび TEICの MIC∞

は 2μ g/ml以下 で あ つた (Tablc 3)。 そ の他 の抗 菌 薬

は耐 性 化 が み られ,MRSIGに お け る耐 性 菌 は IPMと

EMが 17株 (100%), LVFXが 16株 (94%), CLDM
と STが 15株 (88%), GMが 12株 (71%), CPが
11株 (65%)お よび FOMが 10株 (59%)で あ った。

MSCNSに お い て は PCGと FOM以 外 の抗 菌 薬 は良好

な抗 菌 力 を示 した。MRCNSに お い て,ABK,CLDM,
LZD,VCM,TEICお よび STでは耐性株 は認 め られ な

か った。MSSAに お い て,PCG以 外 の抗 菌薬 に対 す る

耐 性 株 は認 め られ なか っ た。MRSAに お い て,ABK,
CP,LZD,VCM,TEICお よび STでは耐性株 は認 め ら

れ なか った。

嶋田恵理子 宮本 忠 木村 唯ほか

Tablc l 分離菌の動物種・材料別内訳

ニカθεα′おにおいて, IPM, LZD, VCM, TEICお よ

びLVFXは良好な抗菌力を示した (Table 4)。 二ヵθσα′お

に お け る耐 性 菌 は EMと MINOが 7株 (39%),PCG
が 5株 (28%), CPが 4株 (22%)お よ び LVFXが 1

株 (6%)で あ った。E.ヵθεJ″″ にお い て,LZD,VCM
お よび TEICで は MIcは低 く耐性株 は認 め られ なか っ

たが ,PCG,IPM,EMお よび LVFXで はすべ てが耐性

株 であ った。

ESBL非 産 生 E.εθ′Jに お け る 耐 性 菌 は ABPCが 10

株 (31%)と PIPCが 8株 (25%)で あ つ た が ,そ れ

以外 の抗 菌薬 は良好 な抗 菌力 を示 した (Table 5)。 と く

に MEPMの MIC90は 0.25 μg/配 と低 く, CAZ, CTRX,

CFPM,AZT,CMZ,LMOX,GM,LVFXの MIC∞ も

lμ g/配 と低 か った。ESBL産生 二 εο′J株 は,LMOXと
MEPMを 除 くβ―ラ ク タ ム系 ,MINO,GM,LVFXお
よび STに耐性化 を示 した。

P″ J″ら″おにお ける耐性菌 は MINOが 20株 (100%)

と FOMが 7株 (35%)で あ つ たが ,そ れ 以外 の抗 菌

薬 は良好 な抗菌力 を示 した。

ESBL非産生 κ ′″θ
"″

ο′jαθにお け る耐 性 菌 は ABPC

と FOMが 5株 (100%)お よ び MINOと GMが 1株

(20%)で あ ったが ,そ れ 以外 の抗 菌 薬 は良好 な抗 菌

力 を示 した (Table 6)。 ESBL産 生 κ ′ηθグ〃ο′Jαθは C/

AMP,CMZ,LMOXと MEPMを 除 くβ―ラ ク タム系 ,

LVFX,FOMお よび STに耐性 を示 した。

P αθragJ“ οsα にお ける耐性 菌 は CTRXが 6株 (35%),

AZTが 3株 (18%), PIPC, CFPM, CPFXお よ び bttx

が 1株 (6%)で あつた。

果結

動物種 材料

皮膚  皮下膿瘍 眼分泌物 耳垢 肛F5嚢 雰綸 ‐
腔・子宮

分泌物

1      68

1     17

0      26

0       3

0       8

0      4

0     18

0       3

0      32

0     10
1      20

0      5
0       1

3      17

メ チ シ リ ン感 受 性 品η ″ 放 οεε雰 レ′ι刀%θ訪雰 group

メチシリン耐性品ψ″放οεε雰れた脇θ″雰 group

メチシリン感受性コアグラーゼ陰性ブドウ球菌

メチシリン耐性コアグラーゼ陰性ブドウ球菌

メチシリン感受性S″″′οεοεε
"Sα

解 雰

メチシリン耐性S″″わεοεε夕Sα″ 雰

助姥Юεο
“
ぷ力θεα′お

助′
`Ю

ιοεε霞力ιε″夕
“

ESBL非産生勇
`力

ι′た乃′α θο′′

ESBL産生Esc力θrたみJα εθ′′

P7・aた第 ″″αb″お

ESBLブト産生κ堕短ι′″′″θ夕″ο′′αθ

ESBL産髪主κ′θbsノιJJapれ
`“

″οκ′αθ

Psθ

“
dθ″ο′αS αθれイg`“ OSα
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山口市における大猫からの2011年臨床分離菌の薬剤感受性

Table 2 メチシリン感受性ブドウ球菌株に対する各抗菌薬の最少発育阻止濃度(MIC)分布、MICЮ、MI%および耐性菌の株数

MIC(μ g/mf/)
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*PCG:ベ ンジルペニシリン CEZ:セフアゾリン cxM:セ フロキシム IPM:イ ミペネム EM:エ リスロマイシン MINO:ミ ノサイクリン
GM:ゲ ンタマイシン ABK:ア ルベカシン cP:ク ロラムフェニコール CLDM:ク リンダマイシン vcM:バ ンコマイシン ]田Ic:テイコプラニン
LVFX:レ ボフロキサシン FOM:ホスホマイシン sT:スルファメ トキサゾール・ トリメ トプリム

動物臨床医学 Ⅲ rna1 0fAnimal CliniCJ ttdiCine●


